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て作品を読み直すことで、(仲介者>~ <受動性>~ <没主体性〉、~<象徴的死> ~ <神聖
化〉というイメージ連鎖を浮かび上がり、本作品におけるマリンチェは、自我を完全に棄
て去った、男性問のホモソーシヤノレな欲望の(仲介者〉という、極めてイデオロギー的な
意味での(女神〉であることが明らかになる。
さらに重要なのは、この作品は、女神マリンツィを創造する一方で、マリンチェのステ
レオタイプである娼婦・性的堕落のイメージをも、別の登場人物のなかで反復している点
である。 2つのマリンチェのアンピヴァレントな鏡像関係は、本作品におけるマリンチェ表
象のイデオロギー性を暴露することになる。
最後に、ロレンスが占有した仲介者マリンチェを、、テクストの脱構築的読みの装置とし
て逆に占有し、テクストに潜む性と人種に関するイデオロギー性を浮かび上がらせること
を試みた。
医掴 『羽鋒の蛇』の脱神話化へ向けて
これまでの各章で、ロレンス文学におけるジェンダ一、セクシュアリティ、人種の問題
に注目しながら、それらを、〈帝国)という文脈のなかに位置付けてきた。本章は、ロレン
スの歴史化の作業の最終段階として、これまで批評家に神話的読解を強制してきた、ケツ
アルコアトルという強力な神話的象徴の、徹底的な脱神秘化・歴史化を実践している。従
来の主うに、ケツァルコアトルの象徴的内容を解釈するのではなく、ケツァルコアトルと
いう象徴が、小説の内容を神話的に構造化し意味付けようとする行為のプロセスそのもの
に注目し、その神話化の行為に潜むイデオロギー性を指摘することが重要になる。アステ
カ時代、スペインによる征服、メキシコ革命、壁画運動、農地問題といった、メキシコ史
の様々な要素と、この神話的テクストを歴史と対話させることで、神話的枠組みによって
隠蔽された歴史的・政治的イデオロギーを浮かび上がらせることが可能となる。その時、
ロレンスの占有したケツァルコアトノレが、帝国主義的欲望と反帝国主義的欲望によって引
き裂かれた歴史的象徴であることが明らかになる。また、本作品の歴史的意義は、様々な
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政治的矛盾を隠蔽しようとする一方で、自らの矛盾とイデオロギー性と限界に自意識的・
自己批判的でもあり、自己解体的ですらある点にある。
画ロレンス、歴史、帝国
ロレンスは、地理的・思想的に絶えず移動し続けながら、自らのポジションを探求した。
ーしかしそれは、共犯的要素・抵抗的要素すべてを自らの内に取り込む、帝国の強力なイデ
オロギー内部での出来事で、あったことも事実であり、その結果、ロレンスのテクストは、
帝国主義的欲望と反帝国主義的欲望が衝突し、矛盾と分裂に満ちた存在となっている。そ
れは、ロレンスの格闘の痕跡であり、ロレンスという人物の多面性の痕跡であると言える。
本論は、アメリカとメキシコを舞台にした作品を中心に議論したが、アメリカ・メキシコ
ものをひとくくりに分類するのではなく、他の代表作と言われるものとの関係で、ロレン
ス文学全体を再考しなければならず、また、例えばアジアを含めた地政学的広がりの中で
分析していく必要がある。今回の議論を出発点として、帝国という文脈でロレンスを歴史
化していく作業をさらに維持・発展させ、新たにロレンスを評価していくことが、今後の
ロレンス研究の課題となるだろう。
論文審査の結果の要旨
本博士論文は、従来のD.H.ロレンス研究において、ややもすると軽視されてきたア
メリカ並びにメキシコを舞台とする作品に焦点を絞り、大英帝国という歴史的コンテク
ストの中にロレンス文学を新たに位置づけ、ジェンダー、セクシュアリティ、人種が重
層的に織りなす帝国のイデ、オロギーに組み込まれた彼のテクストがいかに、帝国の欲望
と不安を投影しているかを綿密に論証した野心的な論考である。帝国主義的欲望と反帝
国主義的欲望によって引き裂かれ、そのいずれともアンピヴァレントな共犯関係を結ん
だロレンスが、いかに自己矛盾を抱えたまま、帝国主義のイデオロギーと共振する神話
的世界を新世界に幻視し、それをまた脱構築せざるを得なかったかについて、周到な手
続きを踏んで鍛密な分析が加えられている。
本博士論文は、序章と結論を含めて、 8章から成り立っている。序章では、先行研究
と最近の批評動向を十分に踏まえたうえで、リーヴィス以来、英文学のキャノンとして
確立されてきたロレンス批評のあり方を根本的に問い直し、大幅な批評の枠組みのパラ
ダイム転換が提唱されている。イギリス閣内ではなく海外の CI日)植民地からロレンス
を逆照射し、帝国の歴史的、政治的イデ、オロギーとの関係においてロレンスを歴史化し
てはじめて、新たなロレンス像を提示できるのではないかという立論は説得力に富む。
次いで提示される新大陸アメリカに対するロレンスの眼差しに関する分析は、ジェンダ
ーと人種を横断して展開される本論への導入として、本博士論文の意義と射程を具体的
に示している。
第1章は、ロレンスがみずからの経験をもとにアメリカとメキシコを舞台として書い
たエッセイ『メキシコの朝』を、「他者性」、「翻訳J、「アンピヴアレンスJという三つ
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の鍵となる概念で読み解こうとするものである。人種的差異を進化論的垂直軸で捉えよ
うとする帝国主義的イデオロギーと、水平軸で捉えようとするアステカの太陽神話のい
ずれにも抗しがたいロレンスの揺らぎを詳細に分析している。それを踏まえたえうで、
異言語間・異文化問の翻訳へと議論を展開し、インディオの少年の英語習得の過程と、
オウムの鳴き声を分析することにより、異文化接触の場における支配一服従関係の脆弱
さを指摘する。模倣によって主体を引き裂かれる少年のアイデンティティに、植民地主
義の痕跡と不安定さを探り当てた本章の議論は、ポストコロニアル理論を十分に阻噂し
たうえで展開されており、植民地の水平軸の中に位置づけられ脱中心化されるロレンス
像を提示することに成功している。
第2章及び第3章の『セント・モア』に関する分析においては、主として帝国の不安
に議論の焦点が絞られている。リーヴィス的現代文明と『セント・モア』の象徴性を前
面に出すのではなく、一見単なる白人優位主義者のような一人の登場人物、ワイット夫
人とクレオパトラを対比させながら、ヨーロッパ崩壊の元凶と位置づけられるアジアに
帝国のジェンダー不安(去勢不安)の投影を見る議論の運びは鮮やかである。クレオパ
トラの「私を征服してJの意味を、ウイット夫人と関係させて論じ、悪の根源がアジア
であるとして恐れる帝国の不安を、クレオパトラの叫びと同化させ、それを帝国の叫び
へと転換させる論理展開は説得力を持つ。種馬セント・モアを連れて渡るアメリカ南西
部の表象を、悪の源泉としてのアジアと関連させることで、帝国の不安と歪んだ欲望を
捉えようとするこの章は、オッセンドフスキーに少なからず依拠して議論が進められて
いるが、アメリカ奥地の原始的自然のイメージが、帝国の願望充足の場としてのアジア
と重なるという主張は創見に富む。
第4章は、「プリンセスJと「馬で去った女Jにおける眠り姫のモチーフを中心に議
論を展開している。本章において機軸をなす概念は、ホワイト・セクシュアリティとメ
キシカン・レイシャリティである。「プリンセス」におけるメキシコ人の案内人ロメロ
によるプリンセスのレイプは、そこに人種性、政治性を持ち込んで考えると、この作品
が今まで、とは異なった様相を呈してくるという議論の切り口は斬新である。この作品は
本来サディステックな欲望を描いた、ロレンス的男性像としてのロメロとして読まれて
きたが、ロメロがメキシコ人であることの意義を考察し、視点をレイシャリティに移す
ことによって、帝国主義的欲望の観点から作品を解釈することができるという指摘は、
具体的な論証により裏付けられている。男性的暴力が家庭の領域に侵入して女性を侵す
作品としてこれまで読まれてきた「馬で、去った女j関しては、ケイト・ミレ、ツトは、作
者ロレンスの女性に対する敵意を反映した作品であると解釈するが、 19世紀から 20世
紀初頭にかけての医学ディスコ}スなど、広範な文化的コンテクストに作品を置いてみ
ると、従来の解釈よりはるかに多様化した文化の欲望が見えてくるという筆者の主張は、
文化研究への十分な目配りを感じさせる。
『羽鱗の蛇』を論じた第5章、第6章は、本論文で著者が一番カを入れて書いている
章であるように思われる。メキシコの神話、ケツアルコアトル神の復活に題材をとった
この物語は、革命期のメキシコを舞台にして現代のメキシコの神話として読まれてきた
が、今日まで母性と豊穣の女神的像として解釈されていたマリンチェを、歴史的事実か
ら解釈し直す手法は斬新かっ野心的で、る。通訳者→仲介者→受動性→没個性→象徴的死
→神格化というイメージ連鎖を浮かび上がらせることにより、男性聞のホモソーシャル
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な欲望の仲介者という、極めてイデオロギー的色彩の濃い女神であることがまず指摘さ
れる。次いで、、「白いマリンチェJと「黒いマリンチェ」が同時に創造されるプロセス
を分析することにより、セクシュアリティとレイシャリティが複雑に絡み合ったイデオ
ロギー性が、うまく浮き彫りにされている。これらの2つの章では、ステレオタイプ化
された表象についてさらなる精査を行う余地が残ることが指摘されたが、ロレンスの歴
史化の作業の最終段階として、脱構築的手法を駆使してケツァルコアトルの強力な神話
的象徴の脱神話化を行い、テクストの背景に隠れた帝国主義的欲望を前景化することに
概ね成功している。
結論部では、伝統的なロレンスの読みを脱中心化し、アメリカとメキシコを舞台にし
た作品のみならず、他のロレンスのテクストをも、歴史的、政治的文脈を意識した新し
い批評パラダイムのなかに位置づけることにより、ロレンスを歴史化する必要性が説得
力をもって主張されている。それに加えて、この論文に関して予測される質問、例えば、
芸術作品としてロレンスのテクストをどう評価するか、といったような間いに関しでも、
何ゆえその問いに答えていないかについて筆者の見解が述べられ、今後のロレンス研究
の一つの方向性を明確に打ち出している。この点に関しては、口頭試問においても、本
博士論が、ロレンス文学を帝国主義的イデオロギーに還元してしまう危険を苧んでいる
のではないかとの危倶が表明されたが、審査委員を十分に納得させる応答が得られた。
本博士論文は、ロレンス文学を「偉大な伝統Jの枠組みにおいて定位してきたリーヴ
イス的イデオロギーからの根本的な脱却を目指し、従来の研究が敢えて射程に入れなか
った人種性、異国性、移動性、政治性、歴史性、イデオロギー性に徹底じた分析を加え
ることにより、ロレンス像を脱神話化し、イギリスの帝国主義的拡張と彼の文学の密接
な共犯的・批判的関係を浮かび上がらせるという、野心的なグランドデザインに基づい
て構築されている。このようにポストコロニアル的視点に立脚し、カルチュラルスタデ
ィーの成果を十分に取り入れながら、ロレンスのテクストの鰍密な読み直しを通じて、
彼の文学を「偉大な伝統Jとは別の歴史的文脈のなかに位置づけようとする本研究は、
単にロレンス研究の意義を根源的に問い直すのみならず、ロレンス研究のパラダイム・
シフトを果敢に模索するものとして、学会において高い評価を得ている。本論文の一部
が、既に日本英文学会並びに日本ロレンス協会のジャッジ付きの機関誌に掲載されてお
り、両学会の全国大会における数度の口頭発表においても高評を得たことはその証左で
ある。
その分析のアプローチにおいて、ジェンダー、レイシャリティ、地理的隔たりを自在
に横断しつつ、グローパルなマクロ的視点より、異国表象との関係において交錯するデ
ィスコースのせめぎあいを綿密に解きほぐす本博士論文は、帝国主義時代の政治現象と
文学的表象との関係に斬新なメスを入れるという意味において、ロレンス研究のみなら
ず、今後の英文学研究の歩むぺき道筋を確実に先取りし、実践するものとして大いに評
価できる。
最後に、本論文の英語の秀逸さについて言及しておきたい。精微なテクストの読みと
歴史的背景に関する膨大な資料に依拠しつつ、鍛密な論理によって構築された本論文は、
極めて高い水準の達意の英文で書かれている。批評理論を自在に駆使して展開される重
厚な論文内容、英語のレベノレの高さのいずれをとっても、本論文は今後のロレンス研究、
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英文学研究に資するところ大であり、国際的な水準に到達していると判断される。
以上を総合的に判断し、本審査委員会は、本論文が博士の称号を与えるのに十分ふさ
わしい業績であるとの結論に達した。
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